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はじめに

勝浦地先海域(図 1)におけるイセエピ漁業は，水

深20m以浅の浅海域が主漁場となっており，盛漁期に

は，当該海域の漁船の約30%にあたる300隻以上が出

漁する重要な漁業となっている。イセエピ漁業におい

て，その振興を図る資源管理型漁業を実現するために

は，イセエピの生態，資源に関する知見及ぴ、潟、況予測

奥津

浜行川

小湊大沢

。

対象海域

図 1 勝浦地域の沿岸地形
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技術が不可欠であると考える。当該海域のイセエピの

産卵，成長，移動等の生態については，千葉県水産試

験場の調査例があり，また，イセエピ漁獲量の事前

予測については，石田)が千倉町平磯地先海域で実施

し，春の 1人1夜当たりの漁獲量から年間の漁獲量が

推定可能であることを示唆している。しかし，勝浦地

先海域におけるこのようなイセエピ漁獲量の漁況予測

に関する報告は見当たらない。そこで，著者らがイセ

エピ資源の:flt定や漁況予測について検討を行ったとこ

ろ，勝浦地先海域においても同様の予測の可能性が考

えられたので報告する。

調査方法

千葉県におけるイセエピ漁業は，県漁業務整規則に

より， 6 ~ 7月が禁漁で， 8月1日が解禁となる。そ

こで，勝浦地域内 8漁協の水揚報告から1991年の月ご

とのイセエピ漁獲量を調査し，次に， r情問白司j年8月におけ

る各i漁角協の水湯{伝云票カかミら 1日ごとのi

数を調査した。また，イセエピ刺網漁具の 1反当たり

の長さ，日合い及び1隻当たりの使用反数を聞き取り

調査し，単位漁獲努力量をエピ網 1mとした。これら

の資料から，単位努力量当たりのイセエピ漁獲量の日

変化を求めた後 8月解禁当初における全長13cmより

大きなイセエピ漁獲対象資源量を推定した。さらに，

勝{浦甫地域μ内]の鵜原i涼漁R魚l協におけるI悶99引1年までの 9年問の

5)'月iと8月及び年問の 1日1隻当たりのi

について検討した。
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結果と考察

図 2に1991年の勝浦地先海域におけるイセエピの月

別漁獲量を示した。これによると 8月に年間漁獲量

の50%以上を漁獲しており，その後減少していき，冬

期から春期にかけてはほとんど漁獲されていなし、。 5

月になって，漁獲量がやや増加している。これから，

年間漁獲量には 8月の漁獲量が最も影響していること

がわかる。

図3に1991年8月における勝浦地先海域の単位努力

量当たりのイセエピ漁獲量の日変化を示した。

多くの漁協では，お盆(概ね8月14日から始まる)

による休漁前まで，単位努力量当たりの漁獲量が減少

したが，勝浦西部漁協では，単位努力量当たりの漁獲

量に明確な変化はほとんど認められなかった。休i組問

け直後は単位努力量当たりの漁獲量が休漁直前より増

加し，イセエピ資源が増加しているかのように推定さ

れたが，原因を断定することはできなかった。このた

め，単位努力量当たりの漁獲量が夜線的に減少しない

漁協もあるが， DeLuryモ デJJによる資源量の推定は，

8月2日から14日の資料を用いて行った。

8月解禁時におけるイセエピ資源量の推定値を表1

に示した。

資源量は， 26，426kgと推定された。休i魚前までの漁

獲量は， 15，968kgだ、ったので，解禁から休漁前までの

漁獲率は， 60%と推定された。この結果から，漁獲量

がイセエピ資源の指標の 1つになると考え，さらに作

1 :2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

月

図 2 勝浦地先海域におけるイセエピの月別

漁獲量(1991年)
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図 3 1991年 8月における単位漁獲努力量当たりのイセエピ漁獲量の日変化

業を進めた。 i，(((業者にとっては，遅くとも解禁前の 6

~7 月に漁況予測ができれば有援になるので. 5月の

単位努力量当たりの漁獲量と 8月及ひ手年間のそれの関

係について，資料の整った鵜原漁協を対象に調査した。

その結果を図4及び関 5に示した。

鵜原漁協における 5月の 1B 1隻当たりの漁獲量

(X)と8月の 1日1隻当たりの漁獲量(Y)の関係式は

次式で示された。

Y (kg) =2，06X十1.82

また 5月の 1日1隻当たりの漁獲量(X)と年間の

1日1隻当たりの漁獲量(Y)の関係式は次式で示され

た。

Y (kg) =L31X十0，54

このことから，禁漁前 5月の 1日1隻当たりの漁獲

量で. 8月以降のイセエピ漁況の予測が可能になると

推定された。
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表 1 勝i甫地先海面Iにおける19例年 8H解禁時のイセエピ資

i原量の推定値および8月14日までの漁獲量

漁協名
資源量 漁具能率 漁獲量 漁獲率

(kg) X 10-6 
(kg) (%) 

大 i尺 1，735 2.47 1. 347 78 

浜行 JII 3，923 4.34 3，278 84 

輿 津 3，146 6.65 2，079 66 

鵜 m正 4，185 3.96 2，926 70 

勝 i甫西部 1，444 0.99 620 43 

勝 i甫 2，713 7.86 2，077 77 

JlI i宰 7，378 1. 69 2，588 35 

勝浦市豊浜 1，902 4.33 1，053 55 

全域 26，426 15，968 60 
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図 4 鵜J京漁協におけるイセ

エビの 5月と 8月

1日1隻当たり漁獲量

の関係
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